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QA9   等価線量とはなんですか

 
 
 放射線は吸収線量が同じでも、種類によって人体への影響が違うことがあります。臓器

や組織が吸収した線量に対し、放射線の種類ごとに影響の大きさを重み付けしたものを等

価線量といいます。吸収線量に、放射線の種類やエネルギーによる影響の強さの違いを補

正するための係数（放射線加重係数といいます）を掛けて算出します。たとえば、γ（ガ

ンマ）線とβ（ベータ）線の放射線加重係数は 1、α（アルファ）線は 20 です。臓器によっ

ては特異的に放射線の影響を受けやすく、実効線量での制限では規制が不十分と考えられ

るものについては等価線量で規制します。例えば、放射性ヨウ素の場合、甲状腺に特異的

に集まり放射性ヨウ素から出る放射線が甲状腺組織に吸収されるので、「原子力施設等の防

災対策について」では子どもの甲状腺の等価線量で判断します。 
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